
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™™年˜™月˜—日 金曜日 第œ›œœ号官 報

在
間

規
人

川
崎

憲
澄

近

英
雄

佐
々
木

浩

鈴
木

正
明

田
中

謙
一

本
田

秀
則

松
原

幹
男

（
茨
城
県
職
員
）

山
本

龍
男

山
本

良
二

渡
辺

三
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
三
等
陸
尉
）

立
木

静
司

萩
山

一
博

日
高

圀
治

守
屋

九
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
五
日
）

中
山

通

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

井
川

一
之

太
田
新
之
助

木
森
政
太
郎

瀬
尾

正
則

千
垣
内
俊
彦

藤
田

雄
英

増
村

正
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
々
木
幸
治

瀬
戸

春
男

寺
澤
英
三
郎

平
田

忠
夫

堀
井

辰
郎

（
海
上
保
安
官
）

本
間

達
男

森
田

芳
則

森
野

邦
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
六
日
）

加
藤

欣
吾

吉
川

光
三

吉
灘

立

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

飯
森

重
雄

伊
藤

武
雄

遠
藤

家
弘

大
野

忠

島
崎

陽
夫

下
村

石
藏

鈴
木

勉

田
中

延
雄

塚
田

勇
治

中
俣

輝
雄

沼
尾

政
一

深
瀬

千
濤

藤
岡

利
郎

森
澤

勉

山
腰

彰

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

泉

忠
雄

宍
戸

清

田
口

丈
吉

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
七
日
）

釘
尾

博

瀬
田

弘

永
野

暉
夫

廣
野

正
美

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

高
野

藤
雄

田
畑

一
敏

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
八
日
）

高
見

隆
則

山
根

順
三

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
一
月
九
日
）

佐
藤

正
信

松
崎

民
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

一
圓
敬
三
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
一
月
十
日
）

（
秋
田
県
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
司
令
）

山
内
十
一
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
十
一
月
十
三
日
）

行
啓皇

后
陛
下
は
、
十
二
月
八
日
午
前
九
時
二
十
八
分
御
出

門
、「
小
堀
四
郎
と
Ñ
外
の
娘

ひ
と
筋
の
道
」
展
を
御
覧

の
た
め
、
世
田
谷
美
術
館
（
世
田
谷
区
）
へ
行
啓
、
同
十

一
時
八
分
還
啓
に
な
っ
た
。

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
九
月
十
六
日
メ
キ
シ
コ
国
大
統
領
閣
下

へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
一
月
二
十
二
日
御
答

信
が
あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
十
月
二
十
二
日
ザ
ン
ビ
ア
国
大
統
領
閣

下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
一
月
二
十
四
日
御

答
信
が
あ
っ
た
。

官
庁
事
項

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
に
係
る
意
見
聴

取
会
に
つ
い
て

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ

る
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
政
令
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
意
見
聴
取
会
の
件
名
、
期
日
及
び
場
所

並
び
に
事
案
の
内
容
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

野
田

佳
彦

一

件
名

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
に
係
る
意

見
聴
取
会

二

期
日

平
成
二
十
三
年
一
月
七
日

午
後
二
時
〇
〇
分
〜
午

後
四
時
〇
〇
分

三

場
所

経
済
産
業
省

本
館
四
階

西
四
会
議
室
（
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三
番
一
号
）

四

事
案
の
内
容

１

件
名

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
に
係
る

意
見
聴
取
会

２

申
立
て
の
あ
っ
た
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

３

異
議
申
立
人

日
本
技
術
企
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
関

守

４

処
分
庁

経
済
産
業
大
臣

大
畠

章
宏

５

異
議
申
立
て
に
係
る
処
分

平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
付
け
日
本
技
術
企
業

株
式
会
社
の
輸
出
許
可
申
請
に
対
す
る
不
許
可
処
分

意
見
陳
述
届
出
書

経
済
産
業
大
臣

大
畠
章
宏
あ
て

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

〇
叙
勲

栫
井

三
敏

冨
永
ヨ
シ
子

中
林

長
生

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
一
月
四
日
）

山
内

忠
雄

（
千
葉
県
白
子
町
議
会
議
員
）

山
本

浩
一

（
米
子
市
議
会
議
員
）

吉
岡

知
己

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

浅
利

益
司

市
田
敬
太
郎

船
山
義
次
郎

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
五
日
）

（
北
海
道
七
飯
町
議
会
議
員
）

奥
村

浩
之

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

浦
部

要
右

太
田

正
留

秦

一
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
六
日
）

（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

池
谷

仙
之

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

（
東
京
水
産
大
学
名
誉
教
授
）

井
上

實

笠
原

道
弘

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
小
松
市
公
立
学
校
長
）

大
滝

幸
夫

小
野
富
士
雄

小
野

正
義

菊
池

靜
治

熊
谷

博

藤

廣
治

須
藤

晴
雄

竹
本

昭
吾

武
山

武

根
本

茂

樋
口

一
郎

廣
田

照
雄

深
江

久
人

松
田

夫

南
舘

勝
義

三
村

睦
雄

望
月

光
子

吉
井

唯
士

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

長
野

勉

溝
渕

高
明

水
元

満
春

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
四
日
）

北
島

一
春

（
国
立
大
学
法
人
職
員
）

富
沢
美
惠
子

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

紛
失
さ
れ
た
外
交
官
等
身
分
証
明
票
の
無
効
に
つ
い
て

次
に
掲
げ
る
在
本
邦
外
交
官
等
身
分
証
明
票
に
つ
い
て

は
、
当
該
所
持
者
が
身
分
証
明
票
を
未
返
納
の
ま
ま
離
任

し
、
又
は
当
該
身
分
証
明
票
を
紛
失
し
た
こ
と
に
伴
い
左

記
に
記
載
の
年
月
日
以
降
無
効
と
な
っ
た
。（
外
務
省
）

身
分
証
明
票
番
号

発
給
年
月
日

失
効
年
月
日

0
1
6
`
0
0
0
1
2
3
`

A
a

2
0
0
9／

1
2／

0
3

2
0
1
0／

0
9／

2
5

五

そ
の
他

１

意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す

る
者
は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及

び
電
話
番
号
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。）、
職
業
（
団
体
又
は

企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表

者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て

意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
し
て

く
だ
さ
い
。）及
び
職
名
）、
意
見
の
概
要
及
び
事
案

に
関
し
て
利
害
関
係
を
疎
明
す
る
事
実
を
記
載
し
た

経
済
産
業
大
臣
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一
人
一

通
に
限
り
ま
す
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
「
行
政

不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
に
係
る
意
見
聴

取
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し
て
、郵
送
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
経
済
産
業

省
貿
易
経
済
協
力
局
貿
易
管
理
部
安
全
保
障
貿
易
審

査
課
（
郵
便
番
号
一
〇
〇
e

八
九
〇
一

東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三
番
一
号
）
に
到
着
す
る
よ

う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
経
済
産
業
大
臣
が

意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
指
定
の
上
、
そ

の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
し
ま
す
。

２

経
済
産
業
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
者
は
、
経
済
産

業
大
臣
が
指
定
す
る
時
刻
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
場
の
際
に
、
身
分
証
明
書
、運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
の
氏
名
、
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

３

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
及

び
「
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
に
係

る
意
見
聴
取
会
傍
聴
希
望
」
の
旨
を
、郵
送
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
経
済
産
業

省
貿
易
経
済
協
力
局
貿
易
管
理
部
安
全
保
障
貿
易
審

査
課
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

経
済
産
業
大
臣
が
傍
聴
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を

届
出
者
あ
て
通
知
し
ま
す
。
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